
身近な川を

たいせつに…
r歩こう@

4 下郷橋(神科新屋・下郷)神川 . 

神科新屋ど下郷を結ぶ、下郷橋。 7月31日後)、「夏休み野外教室』が聞かれ、 こ

の橋の下流でも水生生物の採取が行われた。「夏休み野外教室』は、水生生物を観

察して水質を調べることによリ、身近に流れる川への親しみや環境に対する関心を

高めてもらおうと、市が主催して市内 6河川で毎年開催されているものO 神川で開

催されたこの日の教室には、r 神科小学校ど豊殿小学校の 4年生から 6年生までの児

童12人が参加した。

河原に降リた子どもたちは、長靴の中に水が入るのも気にせず、網どピンセット

を片手に石をひっくリ返し、水生生物を探すのにいっしょうけんめ¥，¥。下郷橋の付

近では比較的きれいな水に住むという「へビトンボ類」、「トビケラ類」、「カゲロウ

類」などが採取された。しかし、きれいな川にしか住めない「ブユ類」などが多かっ

た上流に比べると、川の水は汚れてきているようだ。

水を汚さないようにするには努力が必要。私たちの命を支える )11を、みんなでた

いせつにしたいものだ。

く再生紙を使用しています〉
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c .市長への電子メール
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aインターネッ卜上田市のホームページ
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9
月
1
目

上
岡
市
地
震
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

主
会
場
・
・
・
西
小
学
校

上
田
市
で
は
、

9
月
1
日
の
「
防
災
の
日
」
に
併
せ
、
毎
年
、
上
田
市
地
震
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
も

9
月
1
日

ωの
午
前
中
に
、
西
部
地
区
を
重
点
地
区
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

大
規
模
直
下
型
地
震
に
よ
る
住
宅
街
に
お
け
る
同
時
多
発
型
の
災
害
発
生
を
想
定
し
、
災
害
に

対
し
各
人
・
各
機
関
が
的
確
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
西
小
学
校
を
中
心
に
、
産
院
・

乳
児
院
、
上
田
郵
便
局
等
小
学
校
周
辺
の
各
種
施
設
を
使
っ
て
、
火
災
想
定
訓
練
、
避
難
誘
導
訓

練
、
救
助
・
救
出
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
、
応
急
救
護
訓
練
、
救
援
物
資
輸
送
訓
練
、
応
急
給
水
・

浄
水
訓
練
、
給
食
訓
練
、
ラ
イ
ア
ラ
イ
ン
の
復
旧
訓
練
な
ど
各
種
訓
練
を
行
い
ま
す
。

園
防
災
訓
練
に
参
加
し
よ
う
/

今
年

7
月
1
日
の
長
野
県
北
部
を
震
源
と
す

る
地
震
で
は
、
県
内
と
し
て
は
ロ
年
振
り
と
な

る
震
度

4
の
揺
れ
を
大
町
市
で
観
測
し
、
美
麻

村
・
八
坂
村
等
で
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
ク
ラ
ス

と
は
い
か
な
い
ま
で
も
、
災
害
は
い
つ
起
き
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
対
応
を
再
確
認
す
る
た

め
に
も
、
自
治
会
等
が
主
催
す
る
防
災
訓
練
へ

の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
各
企
業
・
事
業
所
等
に
お
い
て
も
訓

練
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

訓
練
当
日
、
訓
練
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
か
た
は
午
前
日
時
ま
で

に
西
小
学
校
(
訓
練
受
付
場
所
)
に
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。
会
場
で
行
わ
れ
る
給
食
訓
練
、
救

援
物
資
集
配
訓
練
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

[2J 70.8.76 
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|・交通規制図

引 9月 1日の訓練の際には、

①~②の区聞が午前 8時から正午まで

②~③の区聞が訓練車両の待機場所として

午前 8時から正午まで

④~⑤の区聞が午前 8時45分から10時10分まで

通行止めになりますのでご協力ください。

圃
交
通
規
制
に
ご
協
力
を
/

な
お
、
こ
の
訓
練
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

当
日
は
訓
練
会
場
周
辺
に
お
い
て
交
通
規
制
を

行
い
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
(
右
図
参
照
)
。

園
ア
玄
ナ
ュ
孟
線
局
の
皆
え
ヘ

9
月
1
日
の
訓
練
の
一
つ
と
し
て
、
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
を
使
っ
た
情
報
収
集
・
伝
達
訓
練
を
行

い
ま
す
。

現
地
災
害
対
策
本
部
(
西
小
学
校
)
等
に
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
局
を
開
局
し
、
メ
リ
ッ
ト
交
換

を
行
い
ま
す
の
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア
局
で
ご
参
加

い
た
だ
け
る
か
た
は
、
最
寄
り
の
場
所
か
ら
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
訓
練
時
間
午
前
8
時
お
分

1
日
時
羽
分

マ
使
用
周
波
数

1
4
4
M
H
z
帯

①

1
4
5
・6
8
M
H
z

(
メ
イ
ン
周
波
数
)

②

1
4
4
・6
8
M
H
Z

4
3
0
M
H
z
帯

①

4
3
3
・6
8
M
H
z

(
メ
イ
ン
周
波
数
)

②

4
3
2
・6
8
M
H
z

③

4
3
1
・6
8
M
H
z

総
務
課
(
圃
⑫
5
3
3
2
)
、

消
防
本
部
(
固
⑫
0
1
1
9
)

-
問
い
合
わ
せ



防
災

i
あ
な
た
に
も
で
き
る
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

i

い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害、

日
ご
ろ

か
ら
災
害
を
意
識
し
、
そ
れ
に
対
す
る
備
え
を

し
て
い
る
か
。
そ
れ
が
あ
な
た
の
生
死
を
分
け

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
を
、
そ
し
て
家
族
を

守
る
た
め
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
/

・
家
庭
内
の
危
険
箇
所
を
点
検
し
よ
う
刀

①
タ
ン

ス
、
本
棚
、
照
明
器
具
の
固
定
具
合

は
ど
う
で
す
か
?

②
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
れ
た
り
、
屋
根
が
わ
ら

が
落
ち
た
り
し
ま
せ
ん
か
っ

-
わ
が
家
の
防
災
会
議
を
開
こ
う
刀

①
災
害
発
生
時
の
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割

分
担
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
?

②
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
時
で
も
あ

わ
て
な
い
よ
う
、
災
害
時
の
集
合
場
所
・

連
絡
先
・
連
絡
方
法
を
決
め
て
あ
り
ま
す

か

?

③
避
難
場
所
・
避
難
ル

l
ト
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
か
?
(広
域
避
難
場
所
は
下
表
の
と

お
り
)

-
非
常
持
ち
出
し
品
の
点
検
・
調
達
を
し
よ
う
グ

①
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
非
常
持
出
袋
に
入
れ
て
あ

り
ま
す
か
?

②
す
ぐ
に
取
り
出
せ
る
と
こ
ろ
に
置
い
て
あ

り
ま
す
か
っ

③
赤
ち
ゃ
ん
、
お
年
寄
り
、
病
人
な
ど
家
族

構
成
に
応
じ
て
準
備
し
て
い
ま
す
か
?

④
食
品
な
ど
は
賞
味
期
限
が
過
ぎ
て
い
ま
せ

ん
か
っ

-
避
難
の
ポ
イ
ン
ト

避
難
は
『
早
め
に
』
『
徒
歩
で
』
『
集
団
で
』

そ
し
て
『
持
ち
物
は
最
小
限
に
』

①
避
難
す
る
前
に
火
元
を
再
確
認
、

カ

i
は
落
と
し
て
お
く

②
避
難
先
の
メ
モ
を
残
す

③
車
は
使
わ
な
い

④
安
全
な
経
路
を
歩
い
て
避
難
場
所
に

マ
服
装

①

ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
で
頭
を
保
護
す
る

②
燃
え
に
く
い
素
材
の
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
を

着
用

③
手
袋
を
は
め
る

④
底
が
厚
く
丈
夫
な
靴
を
は
く

⑤
両
手
は
空
け
て
お
く

プ
レ
イ

.広域避難場所一覧表
地区 広域避難場所 所在地 電話番号 対象自治会

信州大学繊維学部 常国 3-15-1 22-1 2 1 5 
踏入・泉町・上常田・中常国・下常国・北常田・

東 昔日 東部地区防災センター 常田 2-30-20 24-6205 

東小学校 材木町 1-10-13 22-0 1 05 
材木町・常入

南 音日
日本たばこ産業(株)上田工場 天神3-5-8 22-1 2 1 0 南天神町・泉平・北天神町・松尾町・鷹匠町・本町・

第二中学校 大手 1-1 -45 22-0 1 03 末広町・大手町

中 央
第一中学校 中央6-5-45 22-0650 横町・;毎野町・原町・袋町・馬場町・田町・丸堀町・

清明小学校 大手2-4-41 22-0804 木町・北大手

:lt 昔日
北小学校 中央北3-1 -52 23-1 6 2 1 上川|原柳町・下川原柳町・愛宕町・上鍛冶町・

第三中学校 中央北3-3 -62 22-1 622 鍛冶町・上房山・下房山・柳町・新田・山口・上紺屋町

西 昔日
西小学校 常磐城5-1 -53 22-04 1 9 下紺屋町・鎌原・西脇・新町・諏訪部・生塚・

市民体育館 常磐城 1-1 -30 22-8699 常磐町・緑が丘・新屋・緑が丘北・緑が丘西・城北

城下小学校 諏訪青~926 23-070 8 

城 下
第四中学校 諏訪形1，200 22-2753 小牧・諏訪形・須川・中村・朝日ケ丘・三好町・

上田千曲高等学校 中之条626 22-7070 御所・中之条・千曲町

南小学校 中之条485 25-372 1 

塩尻小学校 上塩尻219 22-1 904 

尻 塩尻地区公民館 上塩尻253-1 27-9 8 3 6 秋和・上塩尻・下塩尻

上田西品等学校 下塩尻868 22-04 1 2 

川辺小学校 上田原367 22-5008 
上田原・川辺町・倉升・神畑・下之条・築地・

川辺・泉田 上田創造館 上田原1，640 23-1 1 1 1 

川辺・泉田地区防災センター 福田30-4 25-6924 
東築地・半過・福田・吉田

東尽特殊電線(槻[卜ウトク会館] 大屋300 34-5 2 1 1 大屋・岩下・下青木・みすず台南・みすず台北・

神 )11 神川地区公民館 国分421ーイ 25-1 682 よ青木・梅が丘・久保林・黒坪・上沢・国分・下堀・

神川小学校 国分1，386 22-5302 上堀

神科小学校 住吉282一口 22-0652 
畑山・伊勢山・富士見台・神科新屋・野竹・西野竹・

第五中学校 上野441 22-3076 
ネ申 科

神科児童センター 住吉551-1 25-2055 
笹井・川原・岩門・染屋・蛇沢・金井・大久保・長島・

上田染谷丘品等学校 上田1，710 22-0435 
金剛寺・住吉が丘

豆盛畠豆 民生
豊殿小学校 芳田番外1，661 22-4004 森・大日木・長入・宮之上・小井田・中吉田・町吉田・ひか

農村環境改善センター 芳田1，261-2 35-2840 り・桜台・下吉田・林之郷・下郷・岩清水・矢沢・赤坂・漆戸

富 士山 塩田構造改善センター 富士山3，349-1 38-0 075 下組・中組・奈良尾

東 塩 田
東塩田小学校 古安曽1，113 38-271 7 

平井寺・鈴子・石神・柳沢・下之郷・桜
東塩田保育園 下之郷806-3 38-2552 

中塩田小学校 中野93 38-25 1 5 
下本郷・東五加・五加・上本郷・中野・上小島・

塩田中学校 中野377 38-250 1 
中塩 田

塩田西デイサービスセンター 舞田93-2 38-2648 
下小島・保野・学;毎南・舞田・八木沢・八舞・

オルガン針胸中央工場 神畑160 38-3250 
学;毎北・セレーノ八木沢

西 塩田
旧西塩田小学校 手塚1，067 38-2555 十人・塩田新町・東前山・西前山・手塚・山田・

塩田西小学校 山田476-1 38-0 900 野倉

別所温泉 相染閣 別所温泉1，826 38-2 1 0 0 分去・大湯・院内・上手

;甫 里
浦里小学校 浦野237 31-2001 

仁古田・岡・浦野・越戸・藤之木
川西小学校 仁古田508 31-2014 

泉
第六中学校 小泉21-1 22-5 0 1 3 

小泉
川西社会福祉センター 小泉863-1 22-5004 

主<=> 賀
室賀基幹集落センター 上室賀1，432-1 31-3759 

下室賀・上室賀・ひは.りケ丘
室賀保育園 下室賀2，336-1 31-2142 

避難場所の対象自治会はあくまでも目安であり、最寄りの場所に避難してくださ L、。

70.8.76 

※ 
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-・・・・・・• 真田町発足40周年記念事業

薩摩琵琶演奏 会
8月22日(む午後6時'"'"'9時/真田町文化会館大ホール

eb 
z 
'TI 。
調

『石

『彰

-出演者と演奏曲

須田誠舟さん『川中島~ [f'城山』、石田克住さん『吉野落』、和田妙舟さん

童丸』、本橋油舟さん『武蔵野』、吉田央舟さん『壇の浦』、清川嵐舟さん

義隊』

.問い合わせ 豆

)> 

→ 

。
2 

4‘ 
C 

催し

真田町教育委員会(固⑫2655)

第
引
回
長
野
県
美
術
展

市
民
体
育
館
で
開
催

上
小
美
術
会

(須
藤
・
固
⑫
1
5
8
6
)

マ
と
き

8
月
叩
日
目
1
9
月

6

日
目
午
前

9
時
l
午
後

5
時

(
9月

3
日
は
休
館
)
マ
と
こ
ろ
市
民

体

育

館

マ

入

場

料

大

人

5
0
0

円
、
学
生

3
0
0
円
(
小
・
中
学
生

は
無
料
)

繊
維
学
会
夏
季
セ
ミ
ナ
ー

市
民
も
参
加
で
き
ま
す

信
州
大
学
繊
維
学
部

(阿
部
康
次
・
固
⑫
5
4
8
8
)

平
成
問
年
度
第
別
回
繊
維
学
会
夏

季
セ
ミ
ナ
ー
が
、

9
月

2
日
i
4
日

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
部
に
市
民
向
け
セ
ミ
ナ
ー

が
繰
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
参

加
く
だ
さ
い

マ
と
き

9
月

3
日
側
午
後

1
時

加
分
i
午
後

5
時

マ

と

こ

ろ

上
市役所代表電話

回22-4100
国25-4100

m 
o 
)> 田

東
急
イ
ン
マ
内
容
①
「
幻
世

紀
へ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
新
潮
流
」

(
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
潮
流
の
行
方
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
快
適
性
、
最
近
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
素
材
、
上
田
紬
の
歴

史
と
魅
力
)

②

「
健
康
を
め
ざ
す

繊
維
」
(
健
康
と
繊
維
、
清
潔
繊
維
、

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
判
り
や
す
い
洗
濯

の
知
恵
、
身
近
な
繊
維
製
品
か
ら
環
'

境
問
題
を
考
え
る
)
マ
定
員
各

1
0
0名
マ

参

加

費

無

料

水
康
白
川
中
央
水
康
研
究
所

上
回
斤
舎
を
一
般
公
開

中
央
水
産
研
究
所

(岡
②
0
5
9
4
)

ご
自
由
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

参
加
無
料
で
す
。

マ
と
き

8
月
印
日
目
午
前
日
時

i
午
後

4
時

マ

と

こ

ろ

中

央

水

産
研
究
所
上
田
庁
舎
(
小
牧
橋
南
側
)

マ

内

容

テ

l
マ
『
水
環
境
の
保

全
と
水
産
研
究
』
(
パ
ネ
ル
、
ビ
デ

オ
、
淡
水
魚
の
展
示
、
講
演
会
等
)

マ
そ
の
他
ク
イ
ズ
や
美
し
い
下

敷
き
等
も
あ
り
ま
す
マ
講
演

『
環
境
ホ
ル
モ
ン
に
つ
い
て
』
(
午
前

日
時
加
分
j
)、
『
水
田
が
残
れ
ば
魚

も
残
る
』
(
午
後

1
時
加
分

i
)

部
落
差
別
を
な
く
す

市
民
大
行
動
を
開
催

人
権
同
和
対
策
課

(固
⑫
5
3
9
3
)

「
同
和
問
題
」
へ
の
正
し
い
理
解

と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

差
別

を
解
消
し
明
る
く
住
み
よ
い
上
田
市

を
つ
く
る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

9
月

2
日
附
午
後

1
時

加
分

マ
と

こ

ろ

市

民

会

館

マ

コ
カ
リ
ナ
演
奏
黒
坂
黒
太
郎
(
正

文
)
さ
ん
マ
記
念
講
演
『
宗
教

と
人
権
』
講
師
・
:
岩
本
孝
樹
さ
ん

マ
そ

の

他

午

後

4
時
か
ら
「
市
内

大
行
進
」
を
行
い
ま
す
。

奈
良
県
出
身
。
龍
谷
大
学
講
師
。
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
基
幹
運
動
本
部
事
務
局
部
長。

「
宗

教
と
部
落
問
題
」
な
ど
著
書
多
数
。

上
田
市
出
身
。
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
。

2
7
0
0
回
以
上
の
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
。

「
木
魂
が
歌
う
子
守
歌」

等
、
著
作、

C

D
多

数。

岩本孝樹さん黒坂黒太郎(正文)さん

談心レ 1;教 1:マ :線 仁土1・すの対業内補をが国済 可議会算共か
員のス |¥窒 I:都ド本|ー O 補応に示助受成の対こ 決さ計案下れ臨
をゆを し望U :市:先 L塁塁」般 正 す 、 さ の け 立 補 策 れ . さ れ 補 、 水 二 時
配と抱調マ; 公 : 線 上 マ 会 予る速れ追、し正をは れ、正農道 ι 市
置りえ査心:園堀街計 算たかた加国た予含、 ます予業事堅議
)をる研の 1整 i白線路補 でめに事が庫の算む経 し べ 算 集 業 再 会

:持?封書号車古郡 F一一決まった10年時 九て持活空7
32zg課3者3dzZ|¥¥三J 補正予算額 | 予算総額 l議室主H
4 う たや員 8 OE町 ( 内 | 一般会計 1 3億1350万円 1445億3169万円|案業補雲日

百;itr清zZ5E話容 ! 特別会計 1 13億6970万円 1332億7955万円 !言質事 2品

[4J 70.8.76 

とき…8月22日(土)午後6時'"'"'9時/ところ・・・浦里小学校校庭/内容...消防団員によ

る出庖・ゲーム、消火器販売、消防団音楽隊・浦野太鼓保存会・消防ラッパの演奏

/問い合わせ…よ田市消防団第18分団(市JII!IED@223 3) 

第 4回

『おはこ祭』開催



募集

便利で確実な口座振替のご利用を

納期限8月31日(月)

市県民税 2期

国民健康保険税 2期• • 
上
田
創
造
館

9
月
の
催
し

上
田
創
造
館

(固
⑫
1
1
1
1
)

-
親
子
映
画
会

マ
と
き

9
月
ロ
日
出
・
日
日
目

(
午
前
日
時
初
分

i
、
午
後

2
時

ω

分
i
)

マ
作
品
『
く
も
の
糸
』

『
み
に
く
い
あ
ひ
る
の
子
』

マ
定

員

各

国

別

名

マ

入

場

無

料

-
企
画
書
道
展

マ
と
き

9
月
刊
日
出

i
m
日
出

マ
入
場
無
料

-
星
空
観
望
会

マ
と
き

9
月
日
日
出
午
後
7
時

加
分
1
9時
(
叩
分
前
ま
で
に
来
場

く
だ
さ
い
)
マ
内
容
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
に
よ
る
星
の
解
説
と
天
体
観

測
マ
そ
の
他
雨
天
・
曇
天
時
は

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
説
明
。
小
中
学

生
は
保
護
者
同
伴
で
ど
う
ぞ

-
折
り
紙
教
室

マ
と
き

9
月
お
日
出
(
午
前
日

時
i
、
午
後
1
時
i
)

マ
内
容

ス
イ
ミ
ー
の
お
話
を
折
ろ
う
E

マ

参
加
料

3
0
0円

マ
参

加

当

日
、
会
場
で
受
け
付
け
。
持
ち
帰
り

相談名 日 時 会場など

9月11日佳)

法 f章 中目 呈白~紅R 13:30""15:30 
市役所(予約制) 9月25日佳) 生活環境課

13:30""15:30 (本庁舎1階)

9月10日休)
怨

土地建物相談 13:00""16:00 @ 4 

人権・悩みごと相談
9月 3日(木) 人権同和対策課

13:00"" 16:00 O (南庁舎1階

農地問題相談
9月 1日伏) O 農業委員会

8 :30""17:00 (本庁舎2階)

イ寸 政 相 百炎
9月14日(月)

上回西武1 0:00""15:00 

心配ごと相談
毎週火曜日

1 0:00"'" 15:00 

福 祉よろず相談
毎週月~金曜日
9 00"-'16 : 00 

社(1i会@福8祉O協8議O会) 
法 f章 本目 日炎 9月19日(土)

(予約制) 10:00""正午

Yr. 童 相 号白火E紅
毎週土曜日

13 : 30""15 : 30 

出吉 主昏 キ目 員炎
毎週水曜日

社(岱会⑫福3祉O協8議2会) 10・00""15・。。

法 律 本目 日炎 9月16自体)
(予約制) 10:00"""11 :30 

よ(岱悶⑫商4工5会O議O所) 
保険年金相談

毎週月~金曜日
9 :00"""16:00 

市 民 相 E炎 毎週月~金曜日 生活環境課

交通事故相談 9 :00"""16:00 市 (本庁舎1階)

3宅 A 本目 日炎
毎週月~金曜日 役 (1i⑫福2祉O課00) 9 :00"""16:00 

母 子 本目 自炎
毎週月~金曜日 所 福祉課

9 :00"""16:00 (内線1608)

毎週月~金曜日
高齢者職業相談室

高齢者職業相談 (上回(ftパ@ートサテライト内)8 :30"""17:00 80 1 1 ) 

保育・子育て相談 毎週月~金曜日
子育て支援ゼンター

(電話相談) 9 00"""16 : 00 
保育・子育談て)相談 毎週火・木曜日 南部(岱保⑫育3園O内9相6談)室

(面接相 9 :00"""16:00 

月の相談

用
袋
を
持
参

・第
2
・
4
土
曜
日
施
設
無
料
開
放

9
月
ロ
日
と
お
日
は
、
小
中
学
生

と
同
伴
の
保
護
者
の
か
た
は
、
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
室
、
民
俗
資
料
館
、
体

育
館
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

パソコン教室

講座名 実施日 対象者 定員 受講料 申し込み(寵百で)

1'¥ ソ コ ン 9月8日(刈 16歳以上 20名 1000 9月1日(火)

入門コース 午前9時~午後4時 の初心者 円 午前9時から

Windows95 
9月9日(水)・10日(木)・ 16歳以上でキー 6000 9月1日伏)16日(水)・17日(木) ボード、マウス 20名

マスタ ー編
午後 6 時30分~9 時30分 を扱えるかた

円 午後1時から

1'¥ ソ コ ン 9月13日旧) 16歳以上 20名 1000 9月5日(却

入門コース 午前9時~午後4時 の初心者 円 午前9時から

表計 算 9月20日(日)
16歳以上で文字 3000 9月5日(剖

ロ ータス 入力とマウスを 20名
入門コース

午前9時~午後4時
扱えるかた

円 午後1時から

妨
衛
大
学
校
等
学
生
・

自
衛
官
採
用
試
験

自
衛
隊
上
田
募
集
事
務
所

(岡
②
5
2
6
7
)

マ
募
集
内
容
①
防
衛
大
学
校
学

生
②
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
③

看
護
学
生
④
航
空
学
生
⑤
一
般

曹
候
補
学
生
⑥
曹
候
補
士
⑦
2

等
陸
・
海
・
空
士
マ
受
付
期
限

①
②
:
・
叩
月
凶
日
、
③
:
・
叩
月
日
目
、

そ
の
他
・

:
9月
日
日
マ
そ
の
他

受
験
・
衣
食
住
は
無
料
、
学
生
手
当

て
な
ど
各
種
手
当
て
有
り
。

勤
労
青
少
年
ホ

i
ム

9
月
開
講
講
座

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

(岡
②
7
1
1
7
)

マ
対
象
事
業
所
等
に
勤
務
す
る

お
歳
ま
で
の
勤
労
青
少
年

マ
申
し

込
み

8
月
お
日
側
i
同
お
日
幽
に

受
講
料
を
添
え
て
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
へ
。
電
話
も
可
。
マ
受
付
時
間

午
後
零
時
初
分
1
9時
(
日
曜
日
は

休
館
)

マ

受
講
料

1
8
0
0
円

(
外
に
利
用
者
協
議
会
費

5
0
0
円
)

・9
月
開
講
講
座
日
程
表

講座名 曜日 期間 回数 疋{貝ロ 材料費等

料理教室 月 9 /7 ~11 /30 12回 18名 材料費5000円程度(12自分)

料理教室 火 9 /8~1218 12回 18名 材料費5000円程度(12自分)

初級英会話教室 火 9 /8~1218 12回 20名 テキスト代(3150円)

料理教室 71< 9 /9~1212 12回 18名 材料費5000円程度(12回分)

着付け教室 71< 9 /9~1212 12回 18名 半巾帯・着物

エアロビクス 71< 9/9~1212 12回 30名 運動のできる服装

絵画教室油絵 木 9/1 0~11126 12回 20名 詳細は、ホームまで

社交ダンス 金 9/11 ~11 /27 12回 18名 詳細は、ホームまで

※活動時間:英会話教室・・・午後 7 時~8 時、エアロビクス・・ ・午後 7 時~
8 時30分、社交ダンス ・ ・・午後 7 時30分~9 時、 その他の講座・・・午後6時
30分~8 時30分

70.8.76 [5J 



障害者を対象に職業講習 (OA講習〉
〈長野障害者職業センター(長野市中御所固026-227-977 4) ) 

[>内容ノミソ コン・ワープロの入門講習 じ>期間 第3期… 8月24日'"'"'9
月18日、第4期…10月12日'"'"'11月6日、第5期…11月24日'"'"'12月18日、第6
期…来年 1月11日'"'"'2月5日(土曜・日曜・祝日は休講) じ>講習時間 午

前10時~午後2時50分 じ>対象障害をお持ちで、就職を希望される60歳く

らいまでのかた じ>受講料無料(交通費は各自負担)

外
国
語
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

コ
ン
テ
ス
ト
東
信
地
区
大
会

上
小
地
方
事
務
所
総
務
課

(
固
⑧
7
1
1
3
)

外
国
語
に
よ
る
寸
劇
、
歌
、
会
話
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
等
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
外
国
人
の

か
た
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

マ
と
き

9
月
ロ
日
出
午
後

1
時

初
分

i

マ
と
こ
ろ
勤
労
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
(
中
央

4
丁

目

)

マ

定

員
約
叩
グ
ル
ー
プ
(
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
)
マ
参
加
費

無
料
マ
申
し
込
み
期
限

8
月
初

目

的

マ

主

催

東

信

地

区

地

方

事

務
所
、
教
育
事
務
所

再
就
職
準
備
の
た
め
の

恥
・
札
即
ワ

i
ク
セ
ミ
ナ
ー

働
く
婦
人
の
家
(
固
⑧
2
9
8
8
)

育
児
・
介
護
に
よ
り
職
業
生
活
を

中
断
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
再
就
職

の
準
備
を
さ
れ
て
い
る
か
た
に
、
再

就
職
の
た
め
の
基
礎
知
識
の
セ
ミ
ナ
ー

(
恥

-
h
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
)
を
開

催
し
ま
す
。

マ
と
き

9
月

3
日
術
・

9
月

4

日
働
午
後

1
時

i
4時
マ

と

こ

ろ

働

く

婦

人

の

家

マ

定

員

日

名

(

先

着

順

)

マ

受

講

料

無

料

マ
内
容
適
性
、
心
構
え
、
法
制
度
、

求
人
状
況
、
再
就
職
に
あ
た
っ
て
の

職
業
能
力
開
発
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

L 

の
基
礎
知
識
な
ど
マ
申
し
込
み

電
話
ま
た
は
窓
口
へ
。
託
児
希
望

(
2
1
6歳
)
も
同
時
に
ど
う
ぞ
。

崎
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
h

に

勘
定
録
を生

活
環
境
課
(
固
⑫
5
1
2
0
)

『
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
登
録
制
度
』

と
は
、
環
境
保
全
に
関
す
る
活
動
を

行
お
う
と
す
る
市
民
や
事
業
者
な
ど

に
対
し
、
自
ら
の
知
識
や
経
験
を
活

用
し
て
助
言
等
を
行
う
か
た
を
「
環

境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
と
し
て
登
録
す

る
制
度
で
、
市
民
や
事
業
者
な
ど
の

環
境
保
全
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
環
境
庁
が
実
施
し
て
い

ま
す
。登

録
を
受
け
る
に
は
、
論
文
な
ど

(
一
次
選
考
)
と
面
接
(
二
次
選
考
)

に
よ
る
審
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
期
限
は

9
月
初
日
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
生
活
環
境
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

叩

R
の
職
業
訓
練
生
募
集

長
野
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

(圃
0
2
6
1
2
4
3
1
2
9
3
3
)

マ
訓
練
科
目

テ
ク
ニ
カ
ル
・
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
、
電
気
設
備
科
、

ビ
ル
管
理
科
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
ワ
ー
ク

科

マ

定

員

各

科

目

名

マ

訓

練

期
間

6
か
月
(
印
月
i
来
年
3
月
)

マ
応
募
資
格
新
し
い
知
識
や
技

能
を
身
に
付
け
、
再
就
職
す
る
意
欲

の

あ

る

か

た

マ

費

用

無

料

(

教

科
書
代
等
自
己
負
担
)
マ
申
し
込

み

8
月
お
日
働
ま
で
に
公
共
職
業

安
定
所
(
固
⑫
8
6
0
9
)
へ
ど
う

ぞ
マ
適
性
検
査
・
面
接

9
月

8

日

ω午
前

9
時
か
ら

索
敵
な
景
観
を
募
集

第
6
田
上
田
市
都
市
景
観
賞

景
観
建
築
課

(岡
一
⑧
5
4
3
0
)

私
た
ち
の
上
田
市
は
、
緑
豊
か
な

美
し
い
山
並
み
と
千
曲
の
清
流
な
ど

の
自
然
環
境
、
さ
ら
に
は
歴
史
的
・

文
化
的
な
遺
産
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
景
観

づ
く
り
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
こ
の
美
し
い
景
観
を
守
り
、

育
て
る
と
と
も
に
、
新
し
い
上
田
の

景
観
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
、
「
第

6
回
上
田
市
都
市
景
観
賞
」
を
実
施

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
優
れ
た
景
観
形

成
に
配
慮
し
て
つ
く
ら
れ
た
謹
鏡
窃
・

工
作
物
な
ど
の
諸
施
設
、
お
よ
び
緑

化
推
進
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
る
団

体
・
グ
ル
ー
プ
・
個
人
を
表
彰
す
る

も
の
で
す
。

ま
ち
で
見
つ
け
た
素
敵
な
謹
築
物
・

工
作
物
を
始
め
、
花
木
の
植
栽
な
ど

景
観
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
市

民
団
体
・
個
人
を
推
薦
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
①
市
内
で

5
年
以
内
に

新
築
・
改
築
さ
れ
た
建
築
物
、
工
作

物
、
広
告
物
、
生
け
垣
、
ま
ち
並
み

ι 

[6J 

な
ど
で
景
観
、
企
画
、
設
計
、
施
工

な
ど
が
優
秀
な
も
の
(
生
け
垣
な
ど

年
数
を
必
要
と
す
る
も
の
は
、
完
成

年
度
に
こ
だ
わ
り
ま
せ
ん
)
。
②

緑
化
推
進
な
ど
景
観
形
成
の
向
上
を

目
的
と
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
、
グ
ル
ー
プ
、
個
人
。
マ
応
募

方
法
景
観
建
築
課
に
あ
る
所
定
の

応
募
用
紙
で
同
課
に
郵
送
・
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
自
薦
・
他
薦
は
問
い

ま
せ
ん
。
マ
応
募
期
限

9
月
包

日

関

マ

審

査

・

選

考

上

田

市

景

観
審
議
会
で
審
査
・
選
考
し
ま
す
。

マ
表
彰
①
受
賞
建
築
物
な
ど
の
建

築
主
に
は
賞
状
お
よ
び
銘
板
を
、
設

計
者
・
施
工
者
に
は
賞
状
を
贈
り
ま

す
。
②
受
賞
団
体
・
グ
ル
ー
プ
・
個

人
に
は
賞
状
を
贈
り
ま
す
(
表
彰
式

は
、
日
月
幻
日

ωの
「
景
観
守
つ
く
り

講
演
会
」
の
席
上
を
予
定
し
て
い
ま

す
)
。
マ
そ
の
他
受
賞
施
設
・

団
体
な
ど
を
推
薦
さ
れ
た
か
た
に
は

記
念
品
を
贈
り
ま
す
(
自
薦
を
除
く
)
。

70.8.76. 

美しい上田市の景観をつくろう・9月の粗大ごみ回収日
9月19日(土)…クリーンセンター駐車場
回収時間は午前10時~正午。処理費用(実費)がかかります。



来折 、下水道指定工事庖および~t~由肝しL を
川 指定給水装置工事事業者Z 日疋i

排水設備工事および給水装置工事は、市で指定した業者でないと

施工できません。指定業者は市への申請手続き・工事等をいっさい

代行しますので、工事の申し込みは指定業者ヘ直接依頼してくださ

・新たに指定した下水道指定工事庖

お知らせ危
険
物
取
扱
者
試
験
と

準
備
講
習
会
開
催

消
防
本
部
予
防
課

(岡
⑧
0
0
2
9
)

地
方
事
務
所
総
務
課

(岡
③
1
2
6
0
)

-
危
険
物
取
扱
者
試
験

マ
と
き
印
月
間
日
目
マ
と
こ

ろ
市
内
(
会
場
は
後
日
通
知
)

マ
申
し
込
み

8
月
幻
日
附
1
9
月

7
日
間
山
マ
願
書
の
請
求
消
防
本

部
予
防
課
か
地
方
事
務
所
総
務
課
へ

ど
う
ぞ
。

-
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

マ
と
き
日
月
2
日
働
マ
と
こ

ろ
市
民
会
館
マ
申
し
込
み

8

月
幻
日
附
1
9
月

7
日
間
マ
受
講

料

有

料

携
帯
・
自
動
車
電
話
か
ら
の

1
1
9
番
通
報
の
お
願
い

警
防
課
(
岡
⑧
0
1
1
9
)

携
帯
電
話
・
自
動
車
電
話
か
ら

『
1
1
9
番
通
報
』
す
る
場
合
、
次

※今回掲載したのは新規に指定された業者です。すべての指定業者名をお知りになりたい
場合は、計画管理課庶務企画担当(困1853)までお問い合わせください。

の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

①
加
入
電
話
や
公
衆
電
話
と
違
い
、

通
報
す
る
前
に
必
ず
通
報
し
て
い
る

所
の
市
町
村
名
、
目
標
物
等
そ
の
位

置
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
1
1
9
番
を
受
信
し
た
消
防
本
部

ま
た
は
消
防
署
が
、
通
報
し
た
場
所

や
状
況
を
再
確
認
す
る
た
め
、
電
話

を
か
け
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
電
源

を
切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
運
転
中
は
、
安
全
な
場
所
に
停
車

し
て
か
ら
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
通
報
場
所
(
市
町
村
名
)
が
不
明

ま
た
は
電
波
状
態
が
不
良
の
場
合
は
、

近
く
の
加
入
電
話
ま
た
は
公
衆
電
話

か
ら
1
1
9
番
通
報
を
か
け
な
お
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
通
報
場
所
を
管

轄
す
る
消
防
本
部
(
消
防
署
)
が、

1
1
9
番
を
受
信
し
ま
す
。

汚
泥
焼
却
灰
『
サ
ラ
・
さ
ら
さ
h

ご
利
用
く
だ
さ
い

清
浄
園

(固
⑫
2
3
3
9
)

清
浄
園
施
設
内
で
発
生
す
る
汚
泥

焼
却
灰
を
袋
詰
め
に
し
て
、
肥
料
と

し
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
(
平
成
9
年
度
は
1

万
3
0
0
0袋)。

こ
の
た
び
、
こ
の
肥
料
の
通
称
を

『
サ
ラ
・
さ
ら
さ
』
と
命
名
し
ま
し

た
。
い
っ
そ
う
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
9
月
か
ら
袋
代
と
し
て
1

袋
日
円
い
た
だ
き
ま
す
。

-
肥
料
成
分
(
内
容
量
約
問
均
)

全
窒
素
0
・
3
%
以
下
、
り
ん
酸

6
1
叩
%
程
度
、
カ
リ
ウ
ム

0
・
5

1
2
%
程
度
。

実
の
な
る
野
菜
や
果
実
、
植
木
な

ど
に
適
し
て
い
ま
す
。
名
前
の
と
お

り
「
さ
ら
さ
ら
」
で
、
非
常
に
扱
い

や
す
い
肥
料
で
す
。
ま
た
重
金
属
類

や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
心
配
は
あ
り

ま
せ
ん
。

会
社
・
法
人
の
『
印
鑑
証
明
』

安
全
・
簡
単
な
カ
ー
ド
式
に

長
野
地
方
法
務
局
上
田
支
局

(固
⑧
2
0
0
1
)

長
野
地
方
法
務
局
上
田
支
局
で
は
、

上
田
市
・
真
田
町
・
青
木
村
に
本
庖

等
の
あ
る
会
社
・
法
人
の
印
鑑
証
明

書
を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、
9
月
か

ら
「
カ

l
ド
式
印
鑑
間
接
証
明
方
式
」

へ
の
変
更
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

新
方
式
は
、
会
社
・
法
人
の
代
表

者
等
に
「
印
鑑
カ
!
ド
」
を
発
行
し
、

印
鑑
証
明
書
の
交
付
請
求
に
は
、
申

請
書
と
と
も
に
「
印
鑑
カ
l
ド
」
を

提
出
す
る
だ
け
で
よ
く
な
り
、
実
印

の
押
印
が
不
用
に
な
り
ま
す
。

9
月
中
旬
か
ら
順
次
、
印
鑑
カ
ー

ド
交
付
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

交
付
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
印
鑑
カ

l
ド
の
交
付
を
受
け
る

ま
で
は
、
印
鑑
証
明
書
の
請
求
は
従

来
の
と
お
り
で
す
が
、
来
年
3
月
1

日
か
ら
は
す
べ
て
新
方
式
に
切
り
替

わ
り
ま
す
。

9月5日(土)…ツルヤ岩下庖、マツヤ上回庖 (川西)、社会福祉協議会東側駐車場
9月12日(土)…西友秋和庖、西友三好町庖、 Aコープコア塩田庖
9月19日(土)…マツヤ上田インター庖、やおふく上堀庖
9月26日(土)…ジャスコ上田庖、しおだ野ショッビングセンター

.ウィークエンドリサイクル9月の日程
回収時間は午前10時~正午 (時間厳守)。 家庭のびん、缶、

古紙、古布が出せます。アルミ缶は、つぶして出しましょう 。10.8.16 [7J 
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錯揚鑑搾厨放

8月は「道路を守る月間」

広く、美しく、安全に.ノ

家庭ぶろの普及に伴って、利用者

が減少しつつある銭湯の良さをもう

一度見直し、多くのかたがたの「ふ

れあいの場」として利用していただ

くため、毎月26日(ふろの日)は市

内にある 5軒の銭湯を入浴料金無料

で開放しています。おおぜいの皆さ

んお出かけください。

また、これまでに銭湯を利用した

ことのないかたも、これを機会に

『銭湯の良さ』を体験しませんか0

.問い合わせ 長野県公衆浴場業環

境衛生同業組合上田支部(電話は各

浴場へ)、生活環境課(固③51 2 

0) 

管理課(固⑫5125)

8月は 「道路を守る月間」です。道路は、私たちの生活を豊かにするため

に欠くことのできない大切な施設ですが、あまりに身近な存在であるため、

その重要性が見過ごされがちです。

上田市も、安全で快適な道路環境を保持するため、交通安全施設や危険箇

所の点検・整備など、道路環境整備に努めていきますが、市民の皆さんも「道

路へ広告看板、商品、自転車などを置かないJI道路に空き缶、吸い殻など

のこみを捨てなL、JI道路上にはみ出た木の枝を切除する」など、道路を常

に広く、美しく、安全に利用するためにご協力をお願~¥します。

児
震
扶
養
手
当
等
の

錆
求
お
よ
び
現
況
扇

福
祉
課
(
固
⑫
5
1
3
0
)

-
児
童
扶
養
手
当

マ
対
象
団
歳
未
満
(
平
成
叩
年

度
中
に
同
歳
に
な
る
児
童
を
含
む
。

心
身
に
障
害
が
あ
る
場
合
は
初
歳
未

満
)
の
児
童
が
離
婚
な
ど
で
父
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
場
合
、
ま

た
は
父
が
重
度
の
障
害
者
で
あ
る
場

合
に
、
そ
の
児
童
を
監
護
す
る
母
、

ま
た
は
養
育
者
。
た
だ
し
、
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
印
年

8
月

1
日
付
け
の
制
度
改
正
に
よ
り
、

①
「
未
婚
の
母
子
で
児
童
が
父
親
に

認
知
さ
れ
た
場
合
」
も
受
給
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
認
定
請
求

を
し
て
く
だ
さ
い
。
②

「
所
得
制
限

限
度
額
」
は
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

マ
手
当
の
支
給
支
給
月
額
(
全

部
支
給
の
場
合
)
:
・
児
童

1
人

4
2

-市内の銭湯位置図1
3
0
円
、
児
童

2
人

4
7
1
3
0

円
、
児
童

3
人
以
降
1
人
に
つ
き

3

0
0
0円
加
算
。

一
部
支
給
の
受
口
・
:

児
童

1
人

2
8
1
9
0円
、
児
童

2

人
3
3
1
9
0
円
、
児
童

3
人
以
降

1
人
に
つ
き

3
0
0
0円
加
算
。
支

給
月
・
:
年

3
回

(
4
・
8
・
ロ
月
)
。

な
お
、
こ
の
手
当
は
受
給
資
格
に
該

当
し
て
か
ら
、

5
年
間
経
過
す
る
と
、

請
求
す
る
権
利
が
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
ご
注
意
く
だ
さ
い

0

.
特
別
児
童
扶
養
手
当

マ
対
象
精
神
ま
た
は
身
体
に
障

害
が
あ
る
却
歳
未
満
の
児
童
を
監
護

養
育
す
る
父
・
母
か
養
育
し
て
い
る

か
た
。
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。
マ
手
当
の
支
給
支
給
月

額
・
:
障
害
者

1
人
に
つ
き

1
級
5
1

2
5
0
円、

2
級
3
4
1
3
0
円。

支
給
月
日
年

3
回

(
4
・
8
・
1
月
)

.
現
況
の
届
出

受
給
者
は
、
児
童
扶
養
手
当
お
よ

常国三丁目14番3号(上常国)固22-5678

中央五丁目13番58号(上房山)固22-7327

中央四丁目10番 1号(新田)固22-2986

中央西一丁目10番1号(鎌原)固22-6532

中央三丁目 1番6号(大手町)固22-2557

①宮桜の湯

②だるま湯

③柳の湯

④浮世の湯

⑤竹の湯

び
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を

住
所
地
に
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
手
当
を
受
け

て
い
る
か
た
は
、
凶
年
度
「
現
況
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な

い
場
合
は
、

8
月
分
以
降
の
手
当
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
提
出
期
限

8
月

白

日

側

マ

提
出
先
福
祉
課
(
市
役
所
南
庁
舎

1
階
)

個
人
事
業
税
(
前
期
分
)

8
月
幻
自
ま
で
に
/

上
小
地
方
事
務
所
税
務
課

(固
⑧
7
1
2
0
)

個
人
事
業
者
の
か
た
に
納
税
い
た

だ
く
県
税
の
「
個
人
事
業
税

(前
期

分
)
」
の
納
期
限
は

8
月
幻
日
何
で

す
。
忘
れ
ず
に
お
近
く
の
金
融
機
関

で
納
税
く
だ
さ
い
。

rct 

検
察
審
査
会
制
度

今
年
で
切
年
に

上
田
検
察
審
査
会
事
務
局

(
固
⑫
0
0
0
3
)

検
察
審
査
会
制
度
は
、
国
民
の
中

か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
日
人
の

検
察
審
査
員
が
、
一
般
の
国
民
を
代

表
し
て
、
検
察
官
が
被
疑
者
(
犯
人

と
思
わ
れ
る
人
)
を
裁
判
に
か
け
な

か
っ
た
こ
と
(
不
起
訴
処
分
)
の
よ

し
あ
し
を
審
査
す
る
制
度
で
、
今
年

で
施
行
印
年
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

検
察
審
査
会
は
、
全
国
に

2
0
1

庁
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
「
検
察
審
査

員
」
や
、
検
察
審
査
員
に
欠
員
が
で

き
た
と
き
な
ど
に
、
代
わ
っ
て
検
察

審
査
員
の
仕
事
を
す
る
「
補
充
員
」

に
選
ば
れ
た
か
た
は
必
万
人
を
数
え
、

被
害
者
の
申
し
立
て
な
ど
に
よ
っ
て

審
査
し
た
事
件
は
日
万
件
に
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
検
察
審
査
会
の

議
決
に
基
づ
い
て
検
察
官
が
起
訴
し

た
事
件
も

1
0
0
0件
を
超
え
て
い

ま
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
、
詳
し
く
知

り
た
い
か
た
は
、
上
田
検
察
審
査
会

事
務
局
へ
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

市
職
員
人
事
異
動

8
月
1
日
付
け

マ
農
林
課
総
合
整
備
担
当
係
長

(市
街
地

整
備
課
主
査
)
神
代
芳
樹

[8J 10.8.16 

8月 1日付け 「広報J7ページ「ごめい福をお祈りしますJに誤りがありました O

「小林武」さ んを 「小池武」さんに。訂正し、おわびします。E 掴



案要
『ウィーン室内楽

円 (全席自由) c>プレイガイド 琴光堂楽器庖 ・文

化会館・市民会館 ・市内各公民館・文化課ほか

じ〉問い合わせ 文化課匠ゆ 5102

9~2 午後6時30分開演
月21日(月)(午後6時開場)

上田市文化会館ホール
じ〉出演 ビルギ ッツ ・コーラ (第1ヴァイオリ ン)/マ

ルティ ン・クリ メク(第2ヴァイオリン)/マルティン ・

オルトナー(ヴィオラ)/ヨゼフ・ルイツ(チェロ)/ノ¥

ラルド・オスペルガー(ピアノ ) c>プログラム w. 
A.モーツ アルト:ピアノ四重奏曲第 1番卜短調KV

478ほか c>入場料 一般 2.500円 高校生以下1.000

教育公
開
講
座

「
上
関
市
の
商
行
伝
来
」

生
涯
学
習
課
(
圃
⑫
5
1
0
4
)

西
行
伝
承
研
究
会
主
催
、
上
田
市

教
育
委
員
会
共
催
で
、
第

3
回
西
行

伝
承
研
究
会
・
生
涯
学
習
公
開
講
座

「
上
田
市
の
西
行
伝
承
」
を
開
催
し

ま
す
。上

田
市
の
塩
田
地
区
に
は
「
西
行

の
戻
り
橋
」
や
「
西
行
塚
」
な
ど
西

行
法
師
に
ま
つ
わ
る
伝
承
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
で
は
、
こ
う

し
た
伝
承
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

マ
と
き

8
月

M
日

側

マ

と

こ

ろ

塩

田

公

民

館

マ

内

容

①

午

前

9
時
別
分

i
日

時

日

分

講

演

「

西

行

と

そ

の

伝

承

」

講

師

西

演奏会

サックス

豪華サックスの競演

クラシックの名曲からビートル

ズ、力一ペンターズまで

行
伝
承
研
究
会
代
表
・
実
践
女
子
大

学
文
学
部
教
授
・
西
津
美
仁
さ
ん

②
午
前
日
時
加
分

i
日

時

初

分

講

演
「
塩
田
平
の
高
僧
伝
説

i
弘
法
・

円
仁
・
西
行
を
中
心
に

i
」

講

師

市
誌
編
さ
ん
委
員
・
宮
本
達
郎
さ

ん

③

午

後

1
時
加
分
j

5
時

現

地
見
学
(
希
望
者
の
み
。
交
通
手
段

は
参
加
者
が
準
備
)
予
定
コ

l
ス
・
:

北
向
き
観
音
↓
西
行
の
戻
り
橋
↓
西

行

塚

マ

定

員

叩

人

マ

受

講

料

無

料

マ

持

ち

物

筆

記

用

具

マ
申
し
込
み
電
話
で
生
涯
学
習
課

へ地
域
学
講
座

「
わ
が
ま
ち
ょ
閏
」

中
央
公
民
館

(固
⑫
0
7
6
0
)

今
回
の
講
座
は
、
市
民
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
に
学
習
内
容
を
考
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
上
田

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

マ
日

程

第

一

回

:
9
月
間
日
制

9月t旬9目(働土:1:)午後2引l時守

旧宣教師館(下之郷.リけサ-パー

能
装
束
展

開
催
中
(
入
場
無
料
)

8
月
初
日
明
ま
で

午
前

9
時
初
分
j
午
後

6
時
叩
分

ゆ
た
か
や

3
階
サ
ロ
ン

問
い
合
わ
せ
文
化
課

(固
⑫
5
1
0
2
)

じ>入場料 1人500円
じ>定員 30人(先着順)

c>演奏那須野正幸さんほか

b申し込み 8月28日(金)から文

化課(圃⑫5102)で受け付

けますO

「
ま
ち
づ
く
り
と
道
」
講
師
・
塚
田

修
さ
ん
(
し
な
の
木
通
り
ま
ち
。
つ
く

り
協
議
会
長
)
・
山
浦
英
興
さ
ん

(
下
堀
地
区
花
と
緑
の
街
づ
く
り
協

議
会
長
)
・
景
観
建
築
課
高
橋
副
主

幹
(
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

1
)

第
二

回

:
9月
初
日
制
「
こ
れ
か
ら
の
上

田
の
道
」
講
師
・
都
市
計
画
課
清
水

課

長

補

佐

マ

時

間

午

後

7
時

1

8
時

初

分

マ

場

所

中

央

公

民

館

マ

受

講

料

無

料

マ

申

し

込

み

中
央
公
民
館
へ
(
平
日
の
午
前

9

時

i
午
後

5
時
)
当
日
参
加
も
可

-地域学講座今後の日程

回 期日 学習内容

1 19月16日(水)まちづくりと道

219月30日(7l<)これからの上田の道

3110月14日(水)上回の産業とまちづくり

4110月28日(水)上田の企業に聞く

5111月11日(水)上田市の介護保険

6111月25日(水)介護保険の現場から

7112月9日(水)
わがまちを語ろう
(まとめと話し合い)

生
法
学
習
市
民
大
学

「
民
話
講
座
」

塩
田
公
民
館
(
固
⑧
6
8
8
3
)

塩
田
地
区
に
は
、
語
り
継
が
れ
て

き
た
民
話
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
「
語
り
」
と
い
う
状
態
で

「
口
か
ら
耳
へ
」
伝
え
ら
れ
て
き
た

民
話
を
掘
り
起
こ
し
、
幻
世
紀
を
担

う
子
ど
も
や
孫
た
ち
に
伝
え
て
い
き

ま
せ
ん
か
。

マ

会

場

塩

田

公

民

館

マ

定

員

別

人

マ

受

講

料

無

料

(

た

だ

し
、
視
察
研
修
は
実
費
が
必
要
で
す
)

マ
申
し
込
み
塩
田
公
民
館
へ

-民話講座日程
回 日時 内容・講師

1 午8前月鱗2119分日~(1土1時)羽分講上演回女「子民短話期と大は学何教か授」・塩入秀敏さん

2 午9後月|時1121分日~比1時)11分講演「むかしぱなし」良日
民話研究家・宮本達 さん

3 1 ~月 4 日 (日) 民視話察館研設修立黒姫童話館」
午前8時30分~ 準備委員会・斎藤孝さん

午11前月哨7日出 講演「民話を生かそう」
4 1 ~M9MïO分~ 11時ïO分 元中塩田小学校教諭・深町修司さん

5 I ~~ 月 28 日 (土)

E講よ公民児着困話童演開実女講作文i|子塩塩座家学短田閏研・期「平民松平究大の話谷の家学民み民と教・話私話話授よ包」子題・DJ塩」勇(さ仮入んー利秀さ。敏んさん

午後1時30分~4時30分

6 I ~~月 19 日 (土)
午前日即日分~ 11時加分

7 I ~ 月 30 日出
午前日開。分~1 1時初分

8 午2前月崎2310分日~出11時iO分講民話演館「設再立話準とi活用」
備委員会・斎藤孝さん

特
別
整
理
の
た
め

市
立
図
書
館
休
館
の
お
知
ら
せ

図
書
館

(岡
②
0
8
8
0
)

市
立
図
書
館
は
、
図
書
や
資
料
の

特
別
整
理
の
た
め
、

9
月
比
日
間
か

ら
同
初
日
側
ま
で
休
館
し
ま
す
。

蔵
書
の
点
検
や
整
理
を
行
い
、
利

用
者
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
よ

う
に
す
る
た
め
の
大
切
な
作
業
で
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
館
中
の
本
の
返
却
は
、
正
面
玄

関
横
の
「
返
却
ポ
ス
ト
」
へ
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
エ
コ
ー
ル
内
の
他
の
図
書

館
の
特
別
整
理
の
た
め
の
休
館
日
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

東
部
町
図
書
館
・

9
月
初

H
r--ノ
日
月

5
日
坂
城
町
立
図
書
館
・
日
月

1

日
j
同
日
日
丸
子
町
立
金
子
図
書

館
・
日
月
日
日

i
同
お
日

10.8.16 [9J 



バドミントン教室(後期)

bとき 9月22日"-'12月 1日の火曜日 9回、午後6時30
分"-'8時30分 マところ 市民体育館・勤労者体育センター

じ>対象 市内在住か在勤の一般男女35人、小学校4年生

~中学生15人 じ>参加料 3.000円 b申し込み 9月14日

(月)までに参加料を添えて体育課へ

ソフトバレー教室(後期)

bとき 10月5日"-'3月29日の月曜日 11回、午後7時~

9時 bところ市民体育館じ>対象市内在住か在勤の

一般男女30人 じ>参加料 2，000円 b申し込み 9月25日

陰)までに参加料を添えて体育課へ

ふれあいダンス教室初心者クラス

bとき 9月23日"-'12月2日の水曜日、午後7時"-'9時

bところ 勤労者体育センタ- [>対象市内在住か在

勤の一般男性30人、女性30人 じ>参加料 3，000円(初回に

支払しす b申し込み 9月10日(柑までに電話で体育課へ

アクアプラザ上田のイベン卜
アクアプラザ上回(圃⑫2626)

園初心者水なれ教室

bとき 9月8日"-'10月6日の毎週火・金曜日

(週2回コース・全8回)午後2時"-'2時50分 [>定員

一般コース (59歳以下)10人・高齢者コース (60歳以

上)10人 (応募多数の場合は抽選) じ>参加料 入館料

のほかに、保険料・キャップ・写真代など 2，000円 b 
申し込み 8月30日(日)(必着)ま でに、官製はがきに、

住所、氏名、年齢、職業、電話番号、現在・過去にかかっ

たことのある病名を記入し、アクアプラザ上田・教室係

(干386-0042 上田市上塩尻623)へ [>その他 現在病

気にかかっているかた(高血圧・心疾患など〉または医

師から運動を禁じられているかたは参加できませんO

.昼間水中運動教室

bとき 9月3日(木)"-'毎週月曜日 と第1・3・5木曜

日午後2時"-'2時50分 じ>参加料入館料のほかに、

保険料1，400円とレッスン料 1回100円 b申し込み

窓口へ

・夜間水中運動教室

bとき 9月3日(木)・ 17日(桐午後7時"-'7時50分 b 

元気いっぱい走ろう/歩こう/

第12回

上回古戦場健康マラソン大会
10月10日(土)体育の日 ※雨天決行

長野大学グランド・自然運動公園
[種目]・マラソンの部 ①一般男子10キロ (高校生以上〉

②一般女子10キロ(高校生以上)③一般男子5キロ (中学

生以上〉④一般女子5キロ(中学生以上)⑤40歳以上5キ

ロ⑥一般3キロ (中学生以上)⑦小学生男子3キロ (小学

校4年生以上〉⑧小学生女子3キロ(小学校4年生以上)

.ウォーキングの部 ① 3キロ ②6キロ

じ>参加資格 一般アマチ ュア競技者で、健康に自信のある

かた。※小中学生の参加は、保護者の承諾が必要です。[>

参 加 料 大 人 2，000円、高校生以下1，000円 b申し込み

所定の申し込み用紙に必要事項を記入のうえ、参加料を

添えて体育課へ b申し込み先 上田市教育委員会体育課

(上田古戦場健康マラソン大会事務局) 上田市天神 2-
4 -74固③5105 [>受付期間 8月24日(月)，，-，9月25日

(針 ※郵送の場合は9月25日(針到着分まで

ス)午前11時"-'11時50分 [>対象 65歳以上のかた b 
定員 35人(申込順) じ>参加料 入館料のほかに、保

険料 450円とレッスン料1，100円 b申し込み 8月17
日(月)，，-，8月26日闘に電話か窓口へ じ>交通 この教室に

参加するかたは高齢者福祉センターのバスが利用できま

す。(行き-上田駅温泉口バス停発10時15分・高齢者福

祉センタ一発10時30分、帰り-アクアプラザ上田発セン

タ一行き12時45分・センタ一発上田駅行き13時)

・マタニティー・スイミング

bとき 毎週火・金曜日(週 1回でも可)午前11時~

11時50分 00時30分~検診)、第 1回オリエンテーショ

ンは 9月 1日伏) じ>対象 健康な妊娠5か月以上のかた

(主治医の許可を得てくださしす じ>参加料 入館料の

ほかに、保険料1.400円とレッスン料 1回100円 b申

し込み 8月17日(月)"-'8月31日(月)に電話か窓口へ じ>そ

の他 オリエンテーションは、 9月1日伏)午前10時30分
"-'11時です。主治医の許可証 (診断書)、保険料、母子

手帳、保険証、印鑑をお持ちくださ L、。

サマーフェスティパル'98

アクアプラザの夏祭り
とき 8月23日(日)

対象 40歳以上のかた じ>定員 30人(申込順) [>参 ・夏といったらスイカわり

加料入館料のほかに、レッスン料 1回100円 b申し じ>時 間 午 前11時"-' [>ところ 小川プール奥芝生

込み 電話か受付窓口へ [>参加者数 無制限ですが20個割れた時点で終了

・夜間水中エアロ教室 園第3回日焼け大将コンテスト

bとき 9月7日(月)・ 21日(月)午後7時"-'7時50分 [> [>時 間 午 後1時"-' [>ところ 小川プール奥芝生

対象 20歳以上のかた じ>定員先着30人 じ>参加料 じ>対象小学生以下で午後零時30分までに入館したかた

入館料のほかに、レッスン料 1回100円 b申し込み .ワニの小川で宝さがし

当日受付 じ>時 間 午 後3時"-' [>ところ入江入口前に集合

・高齢者福祉センター共催高齢者水中運動教室 (午後2時50分) [>対象 小学生以下(幼児は保護者

bとき 9月 1日"-'12月22日の毎週火曜日 (全13回コ一 同伴〉 じ>参加者数無制限ですが景品は150個まで

fι8.76 [10J 



市民総合体育大会

圃軟式野球

体育課固⑫51 05 

bとき 10月17日仕)・18
日(日)・ 31日(土) [>ところ 市営球場、染屋台グランド b 
チーム編成 選手は、 20人以内。市内在住か在勤・在学の

かたで編成 (統ーしたユニホームを着用してください)

じ>参加料 5，000円 b申し込み 9月25日佳)までに参加料

を添えて体育課へ じ>その他組み合わせ抽選会は、 10月
2日{金)午後7時から勤労者体育センターで行l，ます。

.ソフトボール bとき 9月20日(日) [> 
ところ市営球場、染屋台グランド じ>競技方法壮年の

自治会対抗トーナメント戦 bチーム編成 選手は20人以

内。昭和35年以前に生まれたかたで、原則として自治会単

位の編成 (1自治会でチーム編成ができない場合は中学校

通学区内においての編成も可) じ>ルール オフィシャル

ソフトボールルール及び大会規定によります (リ・エント

リー、 DH制を採用するチームは、背番号が整っているこ

と〉 じ>参加料 1チーム 4，000円 b申し込み 8 
月28日(針までに参加料を添えて体育課へ じ>その他 組み

合わせ抽選会は、 9月8日り()午後7時から勤労者体育セン

ターで行います。

.バレーボール bとき 10月.11日(日) [> 
ところ 市民体育館、勤労者体育センタ- [>競技方法

自治会対抗、女子9人制 bチーム編成 同一自治会在住

者で、 監督 1人・コーチ 1人・マネージャー 1人・選手12
人以内 (高校生以上) じ>参加料 3，000円 b申し込み

10月2日佳)までに参加料を添えて体育課へ じ>そ の他試

合用ボール (4号)は、参加チームで 1個持参してくださ

し'0

.テニス bとき 10月18日(日) [> 
ところ 上田市営テニスコート(東西)・古戦場テニスコー

ト じ>競技方法原則として 1セットマ ッチ (6-6は12
ポイントタイブレーク) じ>対象 市内在住か在勤・在学

または、上田テニス協会会員 じ>参加料1，000円 b申し

込み 10月4日(日)までに参加料を添えて 「テニスハウスワ

カツキJ(上田市中央3-2 -13固⑫23 1 7)に申し込

む。

-弓 道 bとき 10月18日(日) [> 
ところ上田市営弓道場 じ>競技方法個人戦、射数8射

[>対象市内在住か在勤・在学のかた じ>参加料無料

b申し込み 当日会場にて受け付け

[11] 7 O. 8. 76 

-柔道 bとき 10月11日(日) [> 
ところ 市民体育館柔道場 じ>対象市内在住か在勤・在

学のかた じ>参加料 200円 b申し込み 9月28日(月)まで

に参加料を添えて体育課か石坂接骨院へ

.剣 道 bとき 10月4日(日) [> 
ところ 市民体育館剣道場 じ>対象市内在住か在勤・在

学のかた じ>参加料 中学生のみ個人1人 200円 b申し

込み 9月15日伏)までに上田剣道連盟事務局 (サドヤ武道

具内上田市中央4-11-20) 

.バスケットボール bとき 10月17日仕)・ 18
日(日) [>ところ 自然運動公園体育館 じ>対象市内在住

か在勤・在学のかた (高校生以上) じ>参加料 3，000円

b申し込み 10月2日佳)までに参加料を添えて体育課へ

.バドミントン bとき 9月27日(日):社

会人の部、 10月18日(日):高校・大学の部 bところ 市民

体育館・勤労者体育センター じ>対象市内在住か在勤・

在学のかたまたは、上田バドミントン協会員 じ>参加料

個人戦:1組1，000円、団体戦:1チーム 3，000円 b申

し込み 9月18日佳)までに参加料を添えて体育課か上田パ

ドミントン協会へ

.相 t業 bとき 9月23日(水)秋分

の日 bところ 上田市営相撲場 じ>対象市内在住か在

勤・在学のかた じ>参加料無料 b申し込み 9月18日

後)までに電話で体育課へ

-車 球 bとき 9月20日(日) [> 
ところ 市民体育館 じ>対象市内在住か在勤・在学のか

た じ>参加料 ①小・中学生:シングル 500円、ダブルス

1，000円 ②一般:シ ングル 700円、 ダブルス1，600円

b申し込み 9月11日佳)までに参加料を添えて体育課かム

トウスポーツへ

圃ゲートボール bとき 10月14日付く) [> 
ところ 上田古戦場公園多目的グランド じ>対象市内在

住のかた じ>参加料 lチーム1，000円 b申し込み 9 
月28日佳)までに参加料を添えてゲートボール協会各地区理

事へ

.ゴルフ bとき 9月27日(日) [> 
ところ 浅間高原カントリークラブ じ>競技方法 18ホー

ルストロー クプレイ・新ぺ リア じ>参加料 3，000円 プレー

フィーは、 15，000円 (食事付) じ>定員先着55組 220人
b申し込み 9月18日倹)までに参加料を添えて体育課へ

-マレットゴルフ bとき 10月11日(日)午前

8時30分~午後1時30分 (小雨決行) [>ところ ハープ

橋マレットゴルフ場 じ>対象市内在住の高校生以上 100
人 じ>参加料 500円 b申し込み 9月1日伏)，.....，9月30日

(水)に参加料を添えて体育課へ



『
休
日
・
夜
間
の
医
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情
報
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| 健康推進課(固⑫削

は
上
田
中
央
消
防
署
(
固
⑧
0
1
1
9
)
・
上
田
南
部
消
防
署
(
固
⑩
0
1
1
9
)
ヘ
問
い
合
わ
せ
を
。
診
察
可
能
な
医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

じ>受付時間 ①乳幼児健康診査(4か月児・10か月児・
1歳6か月児・ 3歳児)・・・午後 1時"-'2時 ②2歳児教

室…午後 1時"-'1時15分 じ>持ち物 ①乳幼児健康診

査…母子健康手帳、健康診査票、パスタオル、おむつ、

赤ちゃん手帳、歯ブラシ(1歳6か月児)0 4か月・10
か月・ 1歳6か月児は赤ちゃん手帳の中にある健康診

査票に記入 してお持ちください。3歳児は、健康診査

票と視聴覚検査のアンケートをお送りしますので、ご

記入のうえ、お持ちくださ~¥。また、尿検査の容器も

お持ちください。 ②2歳児教室…母子健康手帳、お

たずね用紙、歯ブラ、ン、コップ、おやつ代(実費)、 お

やつ用はし・スプーン・フォークなどとお皿

健康診査 実施日 生年月臼

4カ月
9月4日 10. 4 .16~ 4.30 
9月22日 1 O. 5. 1 ~ 5 .15 

10カ月
9月3日 9.10.16~10.31 

9月16日 9.1 1. 1~11.15 

1歳6カ月
9月9日 9.2.16~2.28 

9月18日 9.3.1 ~3.15 

3歳
9月10日 7.8.1 ~8.15 

9月24日 7.8.16~8.31 

2歳児教室
9月8日 8.6.1 ~6.15 
9月29日 8. 6 .16~ 6 .30 

(市役所南序舎 2階)-保健センター

結核は、人から人へうつってし 1く感染症です。

この検診は、法律により、だれもが受けなければな

らないことになっています。

肺結核の場合、せき・くしゃみとともに飛び散った

結核菌が、空気を介して肺に入り、感染します。

また、肺以外の骨髄・腎臓・腸などあらゆる臓器を

冒す病気です。自覚症状は、かなり進行しないとあり

ませんO 早期発見のためには、毎年検診を受けること

が大切です。

今年度も、 9月 8日'"'-'10月27日の33日間結核レント

ゲン検診を実施します。各戸に配布された日程表をご

覧の上、受診票に記入して、最寄りの会場でお受けく

ださし iO

-年1回は結核レントゲン検診の受診を

1O. 4 .16~ 5.15 
9.10.16~11.15 

9.1 .16~3.15 

9月11日

9月2日

?98うえだ市民フォーラム

ベストパートナーをめざして

-来て、見て、聴いて./Ii健康教室』へ

内容

薬の知識と

飲み方

人生は

バラ色で・・・

ELt.l自民事週・・

「縁あって家族
~一人で生きる、みんなで生きる、

地域で生きる'""J
8月29日(士)
午後零時50分~4 時30分

上岡市文化会館ホール

き-と
講師-吉武輝子さん(評論家・作家).ところ

-置::þ~~咽置~......... 

「家庭の中のベストパートナーをめざしてJ

パネリスト…竹内正光さん、西川朋子さん、稲垣勇

ーさん、吉川領ーさん

コーディネーター…長谷川敬子さん(弁護士・女性

問題研究家。飯田市在住)

EE副~~J::I=-t_ 

メ口ウテ、ィズ
島由紀美子さん(ピア

ノ)、木内裕美 さん(ヴ

ァイオリン入山崎孝美

さん (声楽)の 3人で結

成している上田市在住の

音楽グループO

[12J 

.その他 当日は手話通訳と託児を行~¥ます0

.問い合わせ企画課 (固⑫511 2) 

70.8.76 



優勝した材木町Aチーム

高齢者がスポーツを通じて、健康保持、体力づくり、

仲間づくりを進めるため、 7月23日市民体育館で第6回

上田市シルバースポーツ大会決勝大会を聞き、 29チーム

が 「スマイルボウリング」を競い合いました。

6月から 7月にかけて市内10地区で行われた地区大会

には、 1チーム5人編成で 108チームが参加し、この

決勝大会には、各地区上位3チームが進出しました。

「スマイルボウリング」は、ボウリングをアレンジし

たスポーツで、投球位置からゲー卜を通過させ、 10本の

ピンを早く倒すゲームです。平らな場所ならどこでも手

軽に楽しむことができます。

[1 3] 10. 8. 16 
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寧波市の中学生との交流
を実りあるものに
中学生派遣団が安楽寺で事前研修
「上岡市と寧波市の歴史的つながりについてJ

学んでいます

教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
各
中
学
校
の
生

徒
日
人
を

9
月
1
日
か
ら

5
日
ま
で
、
「
ジ
ュ

ニ
ア
大
使
国
際
友
好
都
市
親
善
交
流
派
遣
団
」

と
し
て
上
田
市
の
友
好
交
流
都
市
の
中
華
人

ニ
ン
ポ
|

民
共
和
国
・
寧
波
市
へ
派
遣
し
ま
す
。
昨
年

に
続
き

2
回
目
と
な
る
寧
波
市
の
中
学
生
と

の
交
流
に
向
け
て
、
生
徒
た
ち
は

4
回
の
事

前
研
修
を
受
け
、
実
り
あ
る
交
流
と
な
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

4
回
行
う
事
前
研
修
で
は
、
簡
単

な
日
常
会
話
程
度
の
中
国
語
の
学
習

や
、
寧
波
市
の
中
学
校
と
の
具
体
的

な
交
流
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。

こ
の
研
修
の
中
で
、

8
月
1
日、

生
徒
た
ち
は
、
実
際
の
交
流
の
前
に

寧
波
市
に
つ
い
て
良
く
理
解
し
て
お

く
た
め
、
国
宝
八
角
三
重
塔
で
有
名

な
別
所
温
泉
・
安
楽
寺
を
訪
問
し
、

若
林
恭
英
副
住
職
か
ら
上
田
市
と
寧

波
市
の
歴
史
的
つ
な
が
り
に
つ
い
て

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
若
林
副
住
職
の
案

内
で
八
角
三
重
塔
を
見
学
し
、
「
こ

の
塔
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
の
塩
田
北

条
氏
が
栄
え
た
こ
ろ
建
て
ら
れ
た
も

か
ら
ょ
う

の
と
考
え
ら
れ
、
建
築
様
式
が
唐
様

で
あ
る
こ
と
か
ら
も
中
国
と
か
か
わ

り
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
」
と
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

し

そ
の
後
、
研
修
場
所
を
本
堂
に
移
"

し
、
「
中
国
が
唐
の
時
代
、
鑑
真
和

ω

上
が
仏
教
を
広
め
る
た
め
、
苦
労
の
"

末
日
本
に
上
陸
し
た
」
こ
と
、
「
道

ω

元
禅
師
が
中
国
に
渡
り
、
寧
波
の
港
"
• 

の
船
の
中
で
、
ま
た
、
寧
波
の
天
童
"
実
社
会
で
の
マ
ナ
ー
や
態
度
を
身
に
つ
け
、
望
ま
し
い
勤
労
観
や
職
業
観

• 

山
の
寺
で
、
中
国
の
僧
か
ら
修
行
の
・
を
育
て
、
進
路
選
択
の
心
構
え
を
作
る
た
め
、
中
学
校
3
年
生
が
校
外
学
習

• 

本
質
に
つ
い
て
教
え
を
受
け
た
」
こ
"
の
一
環
と
し
て
、
職
場
を
訪
問
し
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。
生
徒
は
そ
れ
ぞ

• 

と
な
ど
、
仏
教
を
通
じ
て
中
国
は
古
"
れ
、
興
味
、
関
心
が
あ
る
職
場
に
分
か
れ
て
実
際
に
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

く
か
ら
日
本
と
か
か
わ
り
が
あ
っ
た

ω

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

"

第

二
中
学
校
の
生
徒

6
人
は
、

7

• 

安
楽
寺
に
つ
い
て
は
、
「
安
楽
寺
川
月
幻
日
、
上
田
中
央
消
防
署
で
放
水

し
よ
う
こ
く
い
せ
ん

川

を
開
い
た
樵
谷
惟
仙
禅
師
が
寧
波
の
"
訓
練
、
は
し
ご
車
試
乗
、
救
急
法
の

• 

天
童
寺
で
修
行
を
し
た
こ
と
、
二
代
"
講
習
な
ど
消
防
活
動
の
体
験
を
し
ま

ょ
う
さ
?
?
え
に

A

.

目
の
幼
牛
恵
仁
禅
師
は
、
惟
仙
禅
師
・
し
た
。
体
験
の
始
め
に
行
っ
た
規
律

• 

に
し
た
が
っ
て
来
朝
し
た
中
国
僧
で
"
訓
練
の
成
果
が
、
そ
の
後
の
訓
練
で

• 

あ
る
」
こ
と
な
ど
、
安
楽
寺
と
寧
波
・
の
あ
い
さ
つ
、
集
合
な
ど
に
現
れ
て

• 

と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
話
し
て
い
"
い
ま
し
た
。
生
徒
か
ら
は
、
思
っ
て

• 

た

だ

き

ま

し

た

。

"

い

た

よ

り

も

た

い

へ

ん

な

職

場

だ

っ

-

そ
し
て
、
「
今
回
の
訪
問
を
機
に
、
-
た
と
の
感
想
も
あ
り
、
実
社
会
の
厳

• 

皆
さ
ん
が
中
国
と
の
掛
け
橋
に
な
る
"
し
さ
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。

-

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
"

中
国
に
あ
る
塔
は
、
日
本
に
多
い
四
…

角
と
は
違
い
、
八
角
や
六
角
が
多
く
、
"
• 

安
楽
寺
の
塔
と
似
て
い
る
こ
と
に
も
"

注
意
し
て
見
て
き
て
ほ
し
い
」
と
激
…

励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
"
• • • 

生
徒
た
ち
は
、
こ
う
し
た
事
前
研
"
• 

修
で
上
田
市
と
寧
波
市
と
の
か
か
わ
"

り
に
つ
い
て
学
び
、
上
田
市
ゃ
、
自

ω

分
た
ち
の
学
校
の
紹
介
な
ど
の
準
備
"
• 

を
し
て
、

9
月
1
日
寧
波
市
へ
出
発
"

し
ま
す
。

…

中
学
校
3
年
生
が

し

[14J 10.8.16 

習

第
四
中
学
校
の
生
徒

2
人
は
、

7

月
幻
日
、
し
な
の
鉄
道
上
田
駅
で
実

習
し
ま
し
た
。
職
員
と
し
て
の
心
構

え
、
切
符
の
種
類
、
運
賃
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
た
後
、
実
際
に

改
札
に
立
ち
、
切
符
の
受
け
渡
し
な

ど
乗
降
客
の
対
応
を
し
ま
し
た
。
生

徒
は
実
習
に
あ
た
り
、
体
験
し
て
み

た
い
興
味
が
あ
る
職
場
に
自
分
で
連

絡
を
と
り
、
了
解
を
得
る
こ
と
か
ら

学
習
し
て
い
ま
す
。



J 

中
学
校
の
英
語
学
習
に

(
英
語
指
導
助
手
)

新
し
く
2
人
の
A
E
T
が

中
学
校
の
英
語
学
習
で
は
、
外
国
青
年
が

A
E
T
(英
語
指
導
助
手
)

と
し
て
、
英
語
科
の
先
生
と
共
に
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
上
田
市
で
は
、

4
人
の

A
E
T
が
担
当
の
学
校
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
ウ
ィ
ッ
ス
ヘ
ル
ム
さ
ん
と
ジ
ョ
ン
・
フ
ィ
ー

ダ
ー
さ
ん
が
帰
国
し
た
た
め
、
新
し
く
ケ
ヴ
ィ
ン
・
ス
ミ
ス
さ
ん
と
ア
レ

ス
タ

1
・
ヘ
ン
ダ
!
ソ
ン
さ
ん
が
着
任
し
、

2
学
期
か
ら
ほ
ぼ

2
週
間
ご

と
に
担
当
の
中
学
校
を
回
り
ま
す
。

ケ
ヴ
ィ
ン
・
ス
ミ
ス
さ
ん

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
出
身
。
大
学
で
は

健
康
管
理
学
、
心
理
学
を
専
攻
。

担
当
校
は
四
中
・
塩
田
中
・
六
中

-7月
定
例
会

7
月

8
日
制
開
催
し
た

7
月
定
例

会
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す。
審
議
事
項

一
寧
波
市
へ
の
ジ
ュ
ニ
ア
大
使
固

ア
レ
ス
タ

l
・
ヘ
ン
ダ

l
ソ
ン
さ
ん

イ
ギ
リ
ス
出
身
。
大
学
で
は
英
米
文

学
を
専
攻
。
担
当
校
は
一
中
・
ニ
中
・

三
中
・
五
中

際
友
好
都
市
親
善
団
派
遣
に
つ
い

て
ニ
心
の
教
室
相
談
員
の
配
置
に
つ

い
て

三
学
校
給
食
用
米
穀
の
供
給
に
関

す
る
権
限
及
び
学
校
給
食
用
米
飯

等
加
工
委
託
権
の
委
任
に
つ
い
て

以
上

3
件
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。

f上田市誌J

編さんだより@
市制施行80周年にはこんな本を発

刊する予定です。

別巻(2)
「図で見る
街や村のうつりかわりJ

市誌編さん室岡@974]

来
年
度
は
、
上
田
市
制
施
行
別
周

年
で
す
。
こ
の
市
制
施
行
別
周
年
に

合
わ
せ
て
「
上
田
市
誌
」
の
う
ち
、

ま
ず

6
冊
を
来
年
度
発
刊
す
る
予
定

で
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
「
こ
ん

な
本
を
発
刊
す
る
予
定
で
す
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
、
こ
の
欄
で
市
民
の

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回

は
、
別
巻
凶
「
図
で
見
る
街
や
村

の
う
つ
り
か
わ
り
」
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

本
の
大
き
さ

大
き
さ
は

B
4
で
す
。
こ
の
本
は
、

ほ
か
の
本
の

2
倍
の
大
き
さ
に
つ
く

り
ま
し
た
。
ど
の
ぺ

l
ジ
に
も
載
っ

て
い
る
図
や
写
真
を
大
き
く
す
る
た

め
で
す
。

B
4
と
い
う
と
昔
の
わ
ら

半
紙
の
大
き
さ
で
、
縦
が
お
・

4
セ

ン
チ
、
横
が
お
・

6
セ
ン
チ
く
ら
い

あ
り
ま
す
。

地
籍
図
の
写
し
と
航
空
写
真

聞
く
と
、
左
側
の
ぺ

l
ジ
に
は
、

明
治
時
代
前
期
の
小
字
別
の
地
籍
図
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137首、俳句・ 128旬
94旬、計・ 359作品

ら
え
一

巾
本
事
一

稿一投一の一月一
今
一
前
帆

短

川

投稿先/干386-0025上田市天神 2-4 -74 
上田市教育委員会 「教育うえだ」係

投稿方法/はがきに短歌・俳句・川柳の別

を明記し、氏名・自治会名をご記入のうえ

毎月18日までに投かんしてください。

援
弱火

宮
崎

盛
登
選

日
間
門

愛

宕

町

山

崎

九

月

健
や
か
に
老
い
ゆ
く
事
を
念
じ
つ
つ
萌

ゆ
る
野
に
来
て
マ
レ
ッ
ト
を
打
つ

下

之

郷

斉

藤

た

み

江

戦
い
に
出
で
征
き
還
ら
ぬ
若
者
の
夢
託

し
た
り
無
言
館
の
絵

大

久

保

柳

津

光

乃

贈
ら
れ
し
バ
ラ
の
花
束
胸
に
抱
さ
ほ
ほ

え
む
母
よ
八
十
六
歳

日
間
凶
凹

古

安

曽

甲

田

咲

子

今
も
な
お
維
新
の
志
士
の
心
根
を
湛
え

て
青
さ
桂
浜
み
ゆ上

常

田

市

川

貞

義

友
の
弔
辞
書
き
終
へ
吾
は
眼
閉
守
つ
つ
く

る
こ
と
な
く
思
ひ
出
の
湧
く

下

紺

屋

町

福

田

賢

吉

亡
き
友
の
遺
歌
集
届
き
読
み
継
げ
ば
娘

の
あ
と
が
き
に
吾
、
が
胸
う
た
る

築

地

倉

津

昭

夫

麻
酔
さ
め
手
術
良
し
と
ふ
妻
の
顔
命
を

延
ば
す
神
あ
リ
愛
あ
リ

上

堀

工

藤

じ

ゅ

ん

雨
あ
と
の
夏
草
匂
ふ
社
に
件
ち
木
洩
れ

や
し
ろ

日
を
浴
び
み
社
を
仰
ぐ

材

木

町

大

谷

文

子

み

と

十
九
年
看
取
リ
し
夫
を
病
院
に
ゆ
だ
ね

し
友
は
空
し
さ
か
こ
つ

行
同
組
上
田
市

(一T
3
8
6
1
8
6
0
1
長
野
県
上
田
市
大
手
1
|
什

l
叩
)

発
園
田
国
上
田
市
教
育
委
員
会
(
〒
3
8
6
1
0
0
2
5
上
田
市
天
神
2
1
4
|
河
)

小

牧

宮

島

正

没
リ
つ
陽
に
浮
き
立
ち
群
れ
咲
く
夕
顔

の
花
白
々
と
風
吹
き
渡
る

福

田

鈴

木

昌

尚

仮
親
に
託
せ
し
雛
を
気
遣
う
か
今
朝
も

寄
リ
来
て
郭
公
の
鳴
く
託
卵

御

所

萩

原

正

治

う
な
ず

回
診
に
「
ヨ
シ
」
ど
領
く
主
治
医
の
眼

梅
雨
晴
れ
の
ご
と
吾
を
は
げ
ま
す

中

組

山

寺

勝

世

美
し
く
雄
大
神
秘
な
天
馬
塚
緑
の
奥
よ

リ
閑
古
鳥
暗
く
韓
国
慶
州
に
て

小

泉

間

島

百

江

ロ
ス
疑
惑
十
三
年
の
歳
月
は
何
意
味
す

る
や
無
罪
ど
な
リ
て

神

畑

近

藤

雅

た
い
ざ
ん
ぼ
く

梅
雨
し
ぐ
れ
晴
れ
聞
を
ゆ
る
る
泰
山
木

こ
ず
ゑ
つ
ぼ
み

梢
に
菅
の
は
じ
け
む
と
す
る

愛

宕

町

中

井

比

奈

江

暮
れ
て
な
ほ
球
打
つ
音
の
ひ
び
き
来
て

汗
す
る
球
児
を
吾
は
忠
ふ
も

(
評
)若

干
の
添
削
を
し
ま
す
。
肩
肘
を
張
ら
ず

感
動
の
ま
ま
詠
ん
で
く
だ
さ
い
。

選
者
詠

ね

む
合
教
の
木
は
谷
川
を
お
ぼ
ひ
咲
き
満
ち

て
秀
つ
枝
に
羽
づ
く
ろ
ふ
烏
影
一
つ

。F
伺

矢
島

渚
男
選

口
問
団
J

下

組

工
藤

語
圏
隠
秘
書
課

(困
②
4
1
0
0
園
@
5
1
1
1
)

編
園
田
・
庶
務
課

〈匝
@
5
1
0
0
囲
@
3
7
4
5
)

年
老
い
て
涼
し
き
夢
に
竹
細
工

伊

勢

山

小

田

中

久

水
変
え
て
向
き
変
え
て
み
る
額
の
花

保

野

清

水

ゆ

き

子

青
柿
へ
ぶ
つ
か
る
程
の
物
思
ひ

日
四
凶
凹

緑

が

丘

北

畑

和

人

下
校
の
子
駆
け
る
子
笑
ふ
子
合
歓
の
花

中

之

条

神

原

晴

一

タ
ク
ト
振
る
如
く
尾
を
振
リ
郭
公
鳴
く

常

入

馬

場

勇

子

氷
屋
が
あ
る
回
リ
道
好
み
け
リ

大

屋

日

野

和

子

気
が
つ
け
ば
喜
寿
ど
な
リ
居
リ
白
牡
丹

神

畑

竹

内

芳

子

速
さ
日
の
友
ま
な
う
ら
に
す
ぐ
リ
食
む

築

地

倉

津

昭

夫

わ
が
命
延
ば
す
神
あ
り
合
歓
の
花

下

青

木

関

林

平

梅
杏
紅
い
頬
し
て
漬
け
に
け
リ

材

木

町

大

谷

文

子

羅
に
帯
胸
高
に
し
め
し
頃

小

泉

木

村

シ

モ

焼
肉
屋
今
日
父
の
日
の
家
族
連
れ

上

常

田

大

森

松

枝

忘
却
も
生
き
る
手
立
て
や
遠
花
火

小

泉

川

瀬

と

よ

子

立
札
に
一
ね
ん
ニ
く
み
百
日
草

小

牧

片

岡

て

つ

忘
れ
い
し
こ
と
思
い
出
す
水
中
花

選
者
詠

盆
道
を
つ
く
ら
ば
縄
文
以
前
ま
で

森
信

[16J 

山
崎

手
工
翼
一

缶
川
草
川
、

L
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口
門
〕
四
U

新

田

松

井

禁
煙
の
父
を
励
ま
す
子
の
日
記

岩

下

尾

沢

袈

裟

信

衣
食
住
す
べ
て
が
税
に
つ
つ
ま
れ
て

馬

場

町

武

井

宏

雄

決
断
は
孫
を
大
人
の
顔
に
す
る

新

田

小

林

郁

二
郎

理
に
勝
っ
て
情
に
負
か
さ
れ
仲
直
リ

画
口
凹

正
信

貞
子

中

之

条

片

山

収
穫
を
喜
ぶ
夫
が
い
て
ほ
し
い

長

島

真
砂
み
ち
子

相
づ
ち
が
う
ま
く
て
当
て
に
な
ら
ぬ
友

川

辺

町

上

西

卯

一

医
者
通
い
妻
の
手
押
し
に
油
さ
す

下

紺

屋

町

小

島

寛

下
駄
箱
は
下
駄
を
知
ら
な
い
子
等
の
靴

新

田

山

口

唯

生

明
ら
め
は
新
た
な
飛
躍
へ
の
け
じ
め

長

島

土

屋

朝

栄

一
泊
の
名
残
リ
来
年
も
誓
い
合
い

山

口

角

地

好

子

あ
あ
、
言
え
ば
こ
う
云
う
仲
で
四
十
年

選
者
詠

こ
の
意
地
を
つ
ら
ぬ
く
腹
の
虫
、が
い
る

刷
圃
瞳
田
辺
印
刷
側

印
園

(上
田
市
問
屋
町
2
3
7
1
5
E
@
1
4
9
2


